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（写真）@ConVzlaComando “MCM 氏 エドムンド・ゴンサレス候補の大統領選当選を宣言” 

７ 

 

 

  大統領選 不正選挙疑惑    

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

月２８日夜 選挙管理委員会（CNE）は、マ

ドゥロ大統領の再選を発表した。 

基本的にこの発表をもって２０２５～３１年の大統

領が決まったことになるが、大統領選はサドンデス

（延長戦）にもつれ込んでいる印象だ。 

 

野党陣営は CNE が票操作を行ったと指摘。野党陣営

の集計ではゴンサレス候補が圧勝していると主張。

選挙結果を認めない方針を示している。 

本稿では、野党の主張する票操作に関する主張と今

後の見通しについて考察したい。 

 

 

７月２８日夜 「選挙管理委員会（CNE）」は、大統

領選の第１速報を発表。 

 

与党「ベネズエラ社会主義統一党（PSUV）」のニコラ

ス・マドゥロ大統領の得票数が５，１５０，０９２票

（５１．２％）、「野党統一連合（MUD）」のエドムン

ド・ゴンサレス候補の得票数が４，４４５，９７８票

（４４．２％）で、ニコラス・マドゥロ大統領が再選

したと発表した。 

 

マドゥロ大統領は「民意を受け止め、大統領として国

家に尽くす」「この決定は不可逆」と勝利を宣言。 

 

CNE マドゥロ大統領の当選を発表 
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翌７月２９日に CNE はマドゥロ大統領の当選式を実

施した。原則として、この当選式をもってマドゥロ大

統領の３期目（２０２５年１月１０日～３１年１月９

日）続投が確定したことになる。 

 

（写真）国営放送局（VTV） 

 

 

マドゥロ大統領は「この決定は不可逆」と主張してい

るが、異議を唱える動きが国内外で起きている。 

 

CNE が大統領選の結果を発表してから１時間ほどが

経過し、マリア・コリナ・マチャド氏（MCM）およ

びエドムンド・ゴンサレス候補は記者会見を実施。 

 

記者会見での MCM 氏の最初の言葉は「ベネズエラ

に新しい大統領が誕生した。その大統領の名前はエド

ムンド・ゴンサレス氏である」。 

つまり、今回の CNE の発表を真っ向から否定する姿

勢を示した。 

 

MCM 氏・ゴンサレス候補は支持者らに抗議行動を呼

びかけており、すでにアラグア州で死者１名が確認さ

れている。今後野党支持者と軍部の衝突が過熱する懸

念が高まっている。 

 

 

MCM 氏・ゴンサレス候補の主張は一定の説得力をも

って報じられている。 

 

CNE の発表に疑念を抱かせる要因を「CNE の対応」

と「野党側の主張」の２つに分けて説明したい。 

 

CNE の対応の問題点は、投票結果の詳細の公表が遅

れていることである。 

 

CNE の発表は、１次速報の時点で通常よりも遅れて

いた。 

 

ベネズエラの投票は電子集計であり、通常であれば速

報の発表は現地時間の夜１１時前後のことが多い。 

しかし、今回の大統領選結果の発表は日をまたいだ１

２時１５分頃だった。 

この発表の遅れが票操作の疑念を抱かせる材料の１

つとなっている。 

 

また、CNE は７月３０日の時点で大統領選の投票結

果詳細（各投票場の投票記録）を公開していない。 

 

過去に行われた大統領選では選挙翌日には各州・各

市・各投票会場の投票記録が CNE のウェブサイト上

に公開されていた。今回の大統領選の選挙結果詳細の

遅れはイレギュラーである。 

 

CNE のアモロソ代表は、投票結果公表の遅れについ

て、一次速報の時点で「CNE の集計伝達システムが

サイバー攻撃を受けたため」と説明していた（「ベネ

ズエラ・トゥデイ No.1095」）。 

 

MCM ゴンサレス候補の圧勝を宣言 

CNE 投票結果詳細の公表に遅れ 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/287953c0161dbc8e7b03c35a7dd1f2fb.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/287953c0161dbc8e7b03c35a7dd1f2fb.pdf
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また、結果を発表した翌日の７月２９日 サアブ検事

総長は「CNE の投票データ伝達システムへのハッキ

ングは南マケドニアが起点となっている」と説明。 

 

MCM 氏・レオポルド・ロペス氏（大衆意思党（VP）

党首）、レスター・トレド氏（VP 党員）の関与を指摘

した。ただし、現時点でこの説明を裏付けるような証

拠は提示されていない。 

 

なお、この記事を執筆している時点（日本時間の７月

３１日午前８時）で CNE のウェブサイトはダウンし

ており、現時点で CNE がウェブサイトで大統領選の

投票結果の詳細を公開しているのかは確認できてい

ない。 

 

つまり、与党側としては、 

「CNE の投票結果詳細の公表が遅れている理由は、

CNE へのサイバー攻撃が理由であり、このサイバー

攻撃は選挙の信頼性を失わせるために野党側が画策

したもの」との認識を示している。 

 

仮に与党側の主張が事実だとすれば、「選挙の信頼性

を失わせる」という野党側の試みは見事に成功してい

ると言えそうだ。 

 

CNE のアモロソ代表は「投票結果は CNE のウェブサ

イトで公開する」と述べており、最終的には結果の詳

細が公表されると思われるが、どこまで詳細な情報が

公表されるかは注目点の１つと言える。 

  

 

 

 

 

 

大統領選の翌日７月２９日午後６時 MCM 氏とゴ

ンサレス候補は記者会見を実施した。 

 

MCM 氏は 

「投票記録７３．５％まで集計することに成功した」

「その結果、ゴンサレス候補の当選が確定した」 

「全ての州・全ての地域でゴンサレス候補の得票数が

マドゥロの得票数を上回っており、未集計の投票記録

の全てがマドゥロだったとしてもゴンサレス候補の

当選は確定している」 

「近いうちに投票記録を確認するためのウェブサイ

トを公開する」と説明した。 

 

なお、記者会見後、MCM 氏はウェブサイトを公開し

たが、ベネズエラ人の身分証明番号の登録が必要なの

で筆者は閲覧できない。また、アクセスが集中してお

り、閲覧しにくい状況が続いているという。 

 

加えて、選挙専門家のエウヘニオ・マルティネス氏は

自身のソーシャルメディアアカウントに以下の通り

投稿している。 

 

＜マルティネス氏の投稿内容の翻訳＞ 

 

 

MCM 氏は「野党陣営が７３．５％の投票記録を保有

している」と発表した。この記録の集計によると、エ

ドムンド・ゴンサレスの当選が決定している。 

エドムンド・ゴンサレスとニコラス・マドゥロとの票

差は３５０万票を超えている。 

 

 

野党 独自の集計結果を公表 
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投票記録を独自に集計した結果、CNE が発表したゴ

ンサレスの得票数は一部のみだった。CNE はゴンサ

レスの得票数を４，４４５，９７８票（４４％）と発

表したが、独自に集計した記録では（ゴンサレス候補

は）約６７％を獲得していた。 

 

投票記録の集計は、ゴンサレスが６，２７５，１８２

票の有効票を獲得し、マドゥロが２，７５９，２５６

票を獲得したとしている。この結果は残りの２６．７

５％が集計できていない時点のものである。 

 

この集計の時点でゴンサレスの得票率は６７％、マド

ゥロの得票率は２９％となっている。 

 

 

更に７月３０日には、CNE に先立ち野党が独自の集

計結果の詳細を公表している。 

 

同発表によると、投票記録の開票率８１．２１％時点

でゴンサレス候補が７，１１９，７６８票（６７％）

を獲得。マドゥロ大統領が３，２２５，８１９票（３

０％）を獲得しているという。 

（写真）Resultados CON VZLA 

“野党が公表する大統領選の投票結果” 

 

 

 

また、ベネズエラ中央大学の研究者 Keymer Avila 氏

は、Avila 氏自身が投票証人となった投票テーブルの

集計結果とされる記録を公表している（下の写真）。 

この記録は、カラカス首都区リベルタドール市サン

タ・テレサ地区の投票場の集計結果のようだ。 

 

 

この記録では、マドゥロ大統領の得票数は１５３票、

ゴンサレス候補の得票数は４０９票（数字が読みにく

く、３５９票かもしれない）となっており、ゴンサレ

ス候補がマドゥロ大統領の得票数を上回っている。 

 

他、大統領選に出馬していたエンリケ・マルケス候補

は「一次速報を印刷した用紙は、証人の立会いの下で

総集計を行うべき会場で印刷されなかった」「アモロ

ソ CNE 代表がどこで一次速報の用紙を印刷したのか

不明」と訴えている。 

https://resultadosconvzla.com/
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これらの主張は、大衆が CNE の選挙結果に疑義を抱

かせるのに十分な材料となっており、各地で抗議の意

思を表明する「鍋叩き（カセロラソ）」や抗議行動が

起きており、既に数名の死者が出ている。 

 

 

アルゼンチンは、即時に選挙結果を拒絶。 

 

他にも多くの国が今回の選挙結果に疑念を表明。 

CNE に対して、選挙結果の信頼性を証明するために、

投票記録の詳細を公表するよう要請している。 

 

これらの要請に対して、マドゥロ政権は外交官の国外

追放を行うなど強硬に対応している。 

 

米国政府も選挙結果に疑念を表明したものの「投票記

録が公開されるまで、認識の表明を保留する」と発表。 

 

マドゥロ政権に追加で制裁を科す可能性について報

じられているが、現時点では静観する姿勢を示してい

る。 

 

 

今回の騒動を終結させる手段は大きく分ければ４つ

だろう。 

 

１つ目は「CNE が投票結果の詳細を公表し、選挙に

関する疑念を晴らす」 

 

２つ目は「CNE 役員を総入れ替えして、大統領選を

やり直す」 

 

３つ目は「軍部・警察高官の離反グループがマドゥロ

政権に反旗を翻し、マドゥロ大統領が拘束される、あ

るいは与党・CNE が方針変更を余儀なくされる」 

 

４つ目は「マドゥロ政権が野党の抗議を抑え、選挙結

果への疑念が払しょくしないままマドゥロ政権によ

る実効支配が継続する」 

 

平和的な着地点としては、１つ目のシナリオ「CNE が

投票結果の詳細を公表し、選挙に関する疑念を晴らす」

が最も望ましいが、個人的にはこのシナリオはハード

ルが高いと考えている。 

 

CNE は、可能な範囲で集計結果を公表すると思われ

るが、疑いを完全に払しょくすることは難しい。 

 

そもそも野党が全く別の集計結果を主張している時

点で、CNE 側の発表を国内外に信じさせることは至

難の業と言える。 

 

「外国の独立監査員が投票結果を精査する」が実現す

れば、１つ目のシナリオが成り立つだろうが、外国の

介入を拒絶するマドゥロ政権側が譲る可能性は低い

と想像している。 

 

２つ目の「CNE 役員を総入れ替えして、大統領選を

やり直す」も望ましいが、筆者はマドゥロ政権が大統

領選のやり直しを受け入れるとは思えない。 

 

そうなると、残る可能性は 

「軍部・警察高官の離反グループがマドゥロ政権に反

旗を翻し、マドゥロ大統領が拘束される、あるいは与

党・CNE が方針変更を余儀なくされる」 

あるいは、 

多くの国が投票記録詳細の公表を要求 

大統領選のサドンデス期間は実質２カ月 
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「マドゥロ政権が野党の抗議を抑え、選挙結果への疑

念が払しょくしないままマドゥロ政権による実効支

配が継続する」 

となる。 

 

少なくとも過去の経験からすると 

「マドゥロ政権が野党の抗議を抑え、選挙結果への疑

念が払しょくしないままマドゥロ政権による実効支

配が継続する」のシナリオが現実的な印象。 

 

もちろん、これはベネズエラの政治・経済・社会にと

って望ましくないシナリオである。 

 

３つ目のシナリオ「軍部・警察高官の離反グループが

マドゥロ政権に反旗を翻し、マドゥロ大統領が拘束さ

れる、あるいは与党・CNE が方針変更を余儀なくさ

れる」もあり得ないとは言えない。 

 

ただし、成功する可能性は決して高くない。 

少なくとも故チャベス元大統領の時代も含めて、クー

デターが完全に成功した事例はない。 

そして、失敗した場合には大きな犠牲が伴う危険な賭

けである。 

 

軍や警察を動かすためには野党支持者が抗議行動を

続け、マドゥロ政権に圧力をかける必要があるが、国

民の熱量は長くは続かない。 

 

過去ベネズエラで起きた抗議行動を踏まえれば、３カ

月が限界である。実際のところ２カ月を過ぎると惰性

で続けている印象が否めない。 

 

 

 

 

問題解決に時間を要すれば、４つ目のシナリオ「マド

ゥロ政権が野党の抗議を抑え、選挙結果への疑念が払

しょくしないままマドゥロ政権による実効支配が継

続する」の可能性が高くなる。 

 

つまり、大統領選のサドンデス期間は、２カ月という

のが個人的な認識だ。 

 

以上 


